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宇
和
島
検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ

貸
出
し
の
ご
案
内

10
月
１
日（
月
）か
ら
７
日（
日
）は

「
公
証
週
間
」で
す

宇
和
島
公
証
役
場
か
ら

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
11
名
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分
の
当

否
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。
現

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

石
鎚
を
堂
々
跨
ぐ
雲
の
峰　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

納
骨
の
読
経
青
田
を
流
れ
け
り　
　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

放
牧
の
牛
眠
り
を
り
夏
あ
ざ
み
薊　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

智
子

老
後
と
は
他
人
事
な
り
草
を
刈
る　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

藍
浴
衣
夕
暮
れ
て
よ
り
大
人
び
る　
　
　
　
　
　

濵　
　

初
榮

七
夕
や
上
京
久
し
き
娘こ

の
疎
遠　
　
　
　
　
　
　

田
口
ひ
さ
子

伊
予
灘
望
む
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の
ソ
ー
ダ
水　
　
　

小
島　

泰
子

や
も
り
鳴
く
声
に
目
覚
め
し
旅
の
宿　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

人
去
り
て
心
深
き
や
秋
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　

矢
鋪　
　

都   

陽
を
集
め
自
在
に
遊
ぶ
芋
の
露　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

松
恵

な
ぞ
り
読
む
句
碑
に
か
か
り
し
こ
ぼ
れ
萩　
　
　

加
洲
勢
津
子

辞
書
開
き
一
字
を
さ
が
す
夜
の
秋　
　
　
　
　
　

山
本　

金
子

◆
檳
榔
子

時
止
め
て
廃
屋
覆
う
時
計
草　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

螢ほ
う
た
るや
宇
宙
へ
旅
行
く
人
も
あ
り　
　
　
　
　
　
　

若
山　

節
子

児
が
描
く
か
ま
き
り
の
鎌
太
か
り
し　
　
　
　
　

山
口　

和
子

沈
下
橋
渡
る
背
に
聴
く
河か

鹿じ
か

笛ぶ
え　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

先
生
の
授
乳
時
間
や
麦
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

河こ
う
ほ
ね骨
や
姉
の
望
郷
ひ
た
す
ら
に　
　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

虫
の
音ね

や
池
畔
の
闇
に
耳
あ
ず
け　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

夏
蝶
の
羽
根
た
た
む
草
の
揺
り
籠　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

今
日
の
灯
を
消
し
て
白
百
合
香
り
た
つ　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

◆
西
海
俳
句
会

梅
雨
し
と
ど
朝
湯
に
ひ
と
り
と
っ
ぷ
り
と　
　
　

吉
田　

久
江

短
夜
の
夢
の
亡
き
友
七
回
忌　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

笑
代

夏
祭
師
と
友
の
恋
今
い
か
に　
　
　
　
　
　
　
　

利
根
早
智
江

麦
飯
の
下
層
は
父
の
べ
ん
と
う
に　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

橋
い
っ
ぱ
い
に
烏
賊
干
し
漁
戸
の
昼
寝
か
な　
　

吉
田　

弘
定

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
は
こ
べ
）

紙
き
れ
に
メ
モ
し
て
置
き
し
今
日
の
歌
メ
モ
の
わ
が
文
字
読
め
ず
歌
な
し　
　
　
　

土
居　
　

清

弱
り
た
る
九
十
二
歳
を
励
ま
し
て
茄
子
も
ト
マ
ト
も
生
き
生
き
と
伸
ぶ　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

プ
レ
ゼ
ン
ト
選
り
つ
つ
母
の
在
る
幸
を
思
う
と
言
い
く
れ
る
娘こ

も
姑は
は

と
な
る　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

頼
ま
れ
て
苦
に
も
な
ら
ず
に
針
仕
事
僧
衣
の
繕
ひ
時
か
け
て
す
る　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

晩
柑
を
送
れ
ば
う
ま
し
と
電
話
あ
り
「
あ
ん
が
と
」
と
云
う
幼
お
さ
な
の
声
も　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

弟
の
月
命
日
や
夕
闇
の
蛍
を
呼
び
て
手
に
取
り
て
見
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

声
失
ひ
て
逝
き
た
る
母
の
悲
し
み
を
哀
し
み
と
し
て
我
ら
生
き
来
し　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

在
、
検
察
審
査
会
で
は
、
こ
の

制
度
を
ド
ラ
マ
形
式
で
紹
介
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

宇
和
島
検
察
審
査
会
事
務
局

（
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り

公
正
証
書
の
作
成
、
私
署
証
書
や
会
社
等
の

定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
、
私
署
証
書
に

対
す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
、
任
意

後
見
契
約
公
正
証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公

正
証
書
は
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人

が
作
成
す
る
公
文
書
で
、
高
い
証
明
力
が
あ

り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に

は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

宇
和
島
公
証
役
場

（
℡  
０
８
９
５
―

２
５
―

２
２
９
２
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ９月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ９月８日（土）・２６日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

「
無
料
法
律
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

松
山
地
方
裁
判
所
か
ら

（７月受付分）

（７月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

愛
媛
労
働
局
か
ら

障
害
者
法
定
雇
用
率
の

変
更
に
つ
い
て

日
時　

10
月
２
日（
火
）10
時
〜
15
時

※
受
付
時
間　

９
時
〜
14
時
30
分

場
所　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

参
加
方
法　

当
日
、
直
接
開
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
け
付
け
ま

す
。

相
談
内
容　

金
銭
関
係
、
不
動
産
関

係
、
家
庭
関
係
の
悩
み
事
な
ど

相
談
者　

愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士相
談
時
間　

30
分
以
内

費
用　

無
料

問
合
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
１
３
３
）

地区名 子の名 保護者

御荘平城 村　田　瀬
せ

　那
な

善
よしかず

一

城 辺 甲 阿　蘇　陽
はる

　輝
き

久
ひさのり

典

城 辺 甲 本　多　蓮
れん

　斗
と

晋
しん

也
や

城 辺 甲 藤　岡　　　丈
とも

哲
てつ

増　　田 緒　方　蓮
れん

　太
た

剣
けん

城 辺 乙 久　德　　　陽
はる

竜
たつ

也
や

城 辺 甲 坂　本　芹
せり

　菜
な

崚
りょうじ

二

蓮 乗 寺 清　水　すみれ 健
けん

次
じ

城 辺 甲   粉　川　永
えい

　仲
ちゅう

洋
ひろゆき

幸

御荘深泥 唐　田　　　錬
れん

伸
しんいち

一

御荘深泥 椙　山　裕
ゆう

　仁
と

太
たい

地
ち

船　　越 流　水　光
みつ

　樹
き

滋
しげ

人
と

地区名 亡くなった方 享年

久　　良 松　平　榮
えい

　子
こ

86歳

深　　浦 川　村　　　幸
さち

81歳

緑　　乙   木　村　　　悟
さとる

90歳

一 本 松 保　岡　多
た き お

喜夫 59歳

深　　浦 井　上　ミツ子
こ

82歳

魚 神 山   松　原　　　栄
さかえ

59歳

緑　　丙 佐　藤　和
かず

　彦
ひこ

72歳

御荘平城 林　　　寛
かん

　一
いち

 81歳

城 辺 甲 清　水　トモヱ 86歳

城 辺 乙 幸　田　
よし

　人
んど

72歳

御荘深泥   橋　本　　　馨
かおる

83歳

御荘長月 楠　島　定
さだ

　由
よし

63歳

城 辺 乙 飯　田　十
と よ こ

代子 67歳

御荘和口 坂　井　裕
ひろ

　子
こ

83歳

緑　　乙 坂　本　梅
うめ

　雄
お

89歳

深　　浦 吉　良　マチヱ 99歳

岩　　水 寺　内　久
く き こ

喜子 78歳

緑　　乙 松　田　愛
あい

　美
み

78歳

中　　川 清　水　フヂエ 100歳

城 辺 乙   田　村　　　勇
いさむ

94歳

城 辺 甲 上　村　作
さく

　馬
ま

89歳

緑　　乙 小　西　タマヱ 88歳

日
時　

９
月
23
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島

支
局

相
談
内
容

　

登
記
、
境
界
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
問
題
、
遺
言
及
び
公
正
証
書

関
係
な
ど

相
談
者　

法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士

費
用　

無
料

問
合
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。 

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
の
法
定
雇
用

率
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

⑴　

障
害
者
雇
用
率
が
現
行
1.8
％
か
ら
2.0
％
と
な

り
ま
す
。

⑵　

障
害
者
雇
用
状
況
の
報
告
義
務
の
対
象
と
な

る
民
間
企
業
の
範
囲
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働

者
の
数
が
常
時
56
人
以
上（
現
行
）か
ら
50
人
以

上
と
な
り
ま
す
。

⑶　

⑴
、
⑵
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

（
℡
０
８
９
―

９
４
１
―

２
９
４
０
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）


